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オ
ー
ル
関
西
で
大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
継
承
と
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る「
未
来
創
造
会
議
」

が
設
置
さ
れ
、
第
１
回
会
議
が
３
月
３１
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
未
来
創
造
会
議
は
、
経
済
界
、
国
、
関
西
広

域
連
合
、
大
阪
府
、
大
阪
市
の
ト
ッ
プ
で
構
成
。
大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
関
西
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長
）
を
は
じ
め
、
関
西
経
済
連
合
会
の
松
本
正
義
会
長
、
関
西
経
済
同
友
会
の
三
笠
裕
司
代
表
幹
事
、
大
阪
府
の

吉
村
洋
文
知
事
、
大
阪
市
の
横
山
英
幸
市
長
ら
が
出
席
し
た
。

未
来
創
造
会
議
で
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
成
果
や
レ

ガ
シ
ー
を
議
論
す
る
政
府
の

「
成
果
検
証
委
員
会
」
の
議

論
も
踏
ま
え
、
当
面
は
、「
最

先
端
技
術
等
の
実
装
化
」
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
支

援
方
針
な
ど
を
決
定
し
、
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
万
博

を
機
に
開
催
さ
れ
た
「
国
際

イ
ベ
ン
ト
・
交
流
な
ど
の
継

承
・
発
展
」「
夢
洲
に
お
け
る

レ
ガ
シ
ー
発
信
、
広
域
観
光

促
進
」
の
取
り
組
み
状
況
の

確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
、
未
来
創
造
会
議
で

決
定
し
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
運
営
委
員
会
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た

り
、
持
続
的
に
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
体
制

と
し
て
、
新
た
な
法
人
設
立

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

共
同
代
表
に
就
任
し
た
鳥

井
会
頭
は
、
実
装
化
の
方
向

性
に
賛
同
を
示
し
た
上
で
、

「
関
西
の
７１
商
工
会
議
所
、

１９
万
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
い
」
と
述
べ
、
万

博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

出
展
し
た
４
３
２
社
の
中
小

企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

実
装
化
を
支
援
す
る
た
め
、

未
来
創
造
会
議
の
も
と
、
京

阪
神
３
商
工
会
議
所
で
「
新

事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
る
考
え
を
示
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
オ
ー
ル
関

西
の
体
制
が
立
ち
上
が
っ
た

こ
と
は
意
義
深
い
。
レ
ガ
シ

ー
の
取
り
組
み
の
具
体
化
を

お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

次
回
の
未
来
創
造
会
議

で
、
最
先
端
技
術
の
実
装
化

に
取
り
組
む
分
野
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
支
援
方

針
な
ど
が
決
定
さ
れ
る
見
通

し
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大阪商工会議所は大阪府の
南部（泉州・南河内）と大阪
都心南部（難波、新今宮、阿
倍野・天王寺、上本町）をグ
レーターミナミと位置づけ、
一体的な発展を目指す都市経
済圏として活性化することを
目指している。
２０２２年には「グレーターミ
ナミの機能強化に関する調査
・提言」を発表し、活性化に
向けた３つのテーマとして
「グレーター・テロワール（食
・観光）」「外国人誘致・居
住」促進とともに、「グリーン
・ベイ」を掲げた。
グレーターミナミは沿岸部

を中心に大阪府内でも有数の

製造業の集積があり、政府が
２０５０年達成を目指すカーボン
ニュートラル（温室効果ガス
排出実質ゼロ）への貢献が期
待されている。
そこで、「グリーン・ベイ」

と位置付けることで、グレー
ターミナミにおい
て、カーボンニュ
ートラル時代を先
導する先端技術集
積、エネルギーの
最適利用を目指し
ている。（大阪商工会議所）

未来創造会議の委員構成

松本 正義 関西経済連合会 会長【代表】
鳥井 信吾 関西商工会議所連合会 会長

・大阪商工会議所 会頭【共同代表】
三笠 裕司 関西経済同友会 代表幹事
武田 家明 近畿経済産業局長
三日月大造 関西広域連合 広域連合長
吉村 洋文 大阪府知事
横山 英幸 大阪市長

�オブザーバー�
松山 泰浩 経済産業省

首席国際博覧会統括調整官

当連載では、グレーターミナミ
の各商工会議所が地元企業のカー
ボンニュートラルに向けた取り組
みを、１年かけて紹介します。

中東情勢緊迫化を受け、大阪商工会
議所は、本部と支部に特別相談窓口を
設け、大阪市内の中小企業・小規模事
業者の方々の資金繰りや経営に関する
相談を承っている。
大商ホームページでは、国や大商な

どの関連支援策を取りまとめて紹介。
資金繰り支援や調達支援、価格転嫁・
取引適正化などに関する情報も掲載し
ている。
相談窓口に関する問合せ
経営相談室�６９４４・６４７２

その他の問合せ
企画広報室�６９４４・６３０４

同
事
業
は
大
阪
・
関
西
万

博
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

出
展
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

し
、
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
と
、
同
産
業
と
の
交
流

・
連
携
を
希
望
す
る
異
業
種

が
「
共
創
グ
ル
ー
プ
」
を
組

み
、
複
数
回
の
グ
ル
ー
プ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
新
規
事
業
開

発
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強

会
な
ど
を
経
て
、
１
年
間
か

け
て
「
あ
ほ
ち
ゃ
う
⁉
」
と

思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
「
ワ
ク
ワ
ク
」
や
「
ぶ
っ

と
ん
だ
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
」
を
発
表
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

同
事
業
の
全
体
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
で
「
い
の
ち
の
遊
び
場

ク
ラ
ゲ
館
」
を
手
掛
け
た
中

島
さ
ち
子
氏
が
務
め
る
。

第
１
回
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
中
島
氏
が
万

博
ク
ラ
ゲ
館
で
の
「
共
創
経

験
」
に
つ
い
て
話
す
と
と
も

に
、
音
楽
で
身
体
を
動
か
し

た
り
、
端
切
れ
や
廃
材
で
ク

ラ
ゲ
を
作
っ
て
み
た
り
、
参

加
者
同
士
で
の
価
値
観
や
夢

を
共
有
し
な
が
ら
対
話
を
深

め
た
り
と
、
五
感
を
フ
ル
に

使
っ
て
参
加
者
の
新
た
な
創

造
性
を
引
き
出
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
。

午
後
２
時
〜
５
時
３０
分
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連
合
と
共
催
し
、
万
博
リ
ボ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
事
業
「
共
創
脈
々
―
あ
ほ
ち
ゃ
う
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
開
催
す
る
。
そ
の
第
１
回
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
中
島
さ
ち
子
氏
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
名
刺
交
換
会
を
５
月
２６
日
に
実
施
す
る
。
（
６
面
に
関
連
記
事
）

「国際金融都市ＯＳＡＫＡ推進委員会」で発言する大商の鳥井信吾会頭（左
から２人目）�３月３０日、大阪市

大阪商工会議所は１０月１４～１５日、マ
イドームおおさか（大阪市中央区）で
開く「大阪勧業展２０２６」の出展者募集
を開始した。大阪府内の全商工会議所
・商工会が開催するオール大阪の総合
展示商談会で、幅広い業種・業態の中
小企業などが一堂に出展する。今回が
２１回目。昨年１２月に開いた前回は、２
日間で９，２５９人が来場し、２，１１６件の商
談が行われた。
出展対象は大阪府内に事業所があり

事業活動を行っている企業・団体（小
売業のみの事業者は対象外）。出展料は
会員の場合、小ブース（間口２�×奥行
２�）で６６，０００円、大ブース（同３�
×同２�）で８８，０００円。一般は別料金。
出展申込期限は６月８日午後５時ま

で。ただし、原則先着順で、申し込み
が３４０ブースに達した時点で
キャンセル待ち扱いとなる。
問合せ 同展運営事務局

�６９４４・６２４２

国
際
金
融
都
市
・
大
阪
の

実
現
に
向
け
、
行
政
や
経
済

団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
推
進
委
員

会
の
総
会
が
３
月
３０
日
に
大

阪
市
内
で
開
か
れ
、
同
委
員

会
の
副
委
員
長
を
務
め
る
鳥

井
信
吾
大
阪
商
工
会
議
所
会

頭
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
５
年

度
ま
で
同
委
員
会
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
第
１
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
総
括
。
万

博
の
機
会
を
最
大
限
に
活
か

し
た
結
果
、
金
融
系
企
業
の

誘
致
件
数
が
、
戦
略
目
標
を

上
回
る
３１
社
に
上
っ
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
取
り
組

む
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
改
訂
案
を
審
議
。
万
博

レ
ガ
シ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
金
融

の
進
展
を
踏
ま
え
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
な
ど
へ
の
国
内
外

か
ら
の
投
資
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
先
駆
的
な
金
融
商

品
の
形
成
な
ど
独
自
性
あ
る

取
り
組
み
を
、
オ
ー
ル
大
阪

で
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
一

致
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
、「
大
阪
・
関

西
万
博
で
展
示
・
活
用
さ
れ

た
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
や
、
大
阪
が
強
み

を
有
す
る
も
の
づ
く
り
と
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
先
端

技
術
と
の
融
合
に
、
金
融
面

で
の
支
援
は
不
可
欠
で
あ

る
。
大
商
と
し
て
、
国
際
金

融
都
市
の
動
き
と
連
携
し
、

大
阪
・
関
西
の
中
小
企
業
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
お

け
る
、
よ
り
良
い
ビ
ジ
ネ
ス

循
環
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

中島さち子氏

２
号
議
員
と
は
業
種
別
の

部
会
ご
と
に
選
任
さ
れ
る
議

員
の
こ
と
で
、
各
部
会
に
割

り
当
て
る
定
数
は
、
定
款
に

基
づ
き
、
部
会
員
数
お
よ
び

会
費
負
担
口
数
を
勘
案
の

上
、
常
議
員
会
の
議
決
を
経

て
決
定
さ
れ
る
。

４
月
１７
日
の
常
議
員
会
で

決
定
さ
れ
た
部
会
別
割
り
当

て
数
は
以
下
の
通
り
。

な
お
、
２
号
議
員
選
任
の

た
め
の
部
会
は
５
月
か
ら
順

次
開
催
す
る
。
任
期
は
２
０

２
６
年
１１
月
１
日
か
ら
の
３

年
間
。

【
部
会
別
割
当
数
】

マ
テ
リ
ア
ル
３
人

機
械
５
人

化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
５
人

繊
維
２
人

建
設
・
建
材
７
人

貿
易
２
人

小
売
３
人

生
活
用
品
２
人

紙
・
印
刷
２
人

食
料
３
人

金
融
２
人

運
輸
３
人

サ
ー
ビ
ス
産
業
１０
人

情
報
・
通
信
３
人

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

変
わ
り
ゆ
く
ス
ポ
ー
ツ
中
継

大
谷
翔
平
を
擁
す
る
「
侍

ジ
ャ
パ
ン
」
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝

の
瞬
間
は
訪
れ
な
か
っ
た
。

３
年
前
の
熱
狂
と
は
違
う
あ

っ
け
な
い
結
末
と
な
っ
た
▼

共
同
通
信
が
開
幕
直
前
に
実

施
し
た
電
話
調
査
に
よ
る

と
、
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
に
関

し
て
「
試
合
を
観
た
い
の
で

新
規
加
入
し
た
。
あ
る
い
は

加
入
す
る
」
と
回
答
し
た
の

は
４
・
９
％
。
一
方
「
試
合

は
観
た
い
が
契
約
し
な
い
」

は
３６
・
４
％
に
上
っ
た
▼
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
「
野
球
は
国
民
的

行
事
な
の
に
み
ん
な
で
共
有

で
き
な
い
」「
デ
ジ
タ
ル
に
疎

い
高
齢
者
層
が
観
ら
れ
な

い
」
と
い
っ
た
ア
ン
チ
コ
メ

ン
ト
が
見
受
け
ら
れ
る
▼
Ｎ

ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
は
ス
ポ
ー
ツ

バ
ー
や
居
酒
屋
な
ど
に
対
し

て
上
映
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
お
り
、「
一
喜
一
憂
を
共
有

す
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
文
化

が
奪
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
声

も
上
が
っ
て
い
る
▼
来
月
２

日
に
井
上
尚
弥
と
中
谷
潤
人

と
い
う
無
敗
同
士
の
ボ
ク
シ

ン
グ
の
歴
史
的
対
決
が
行
わ

れ
、
Ｌ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
で
独
占

配
信
さ
れ
る
。Ｐ
Ｐ
Ｖ（
都
度

課
金
型
視
聴
）
形
式
で
の
配

信
と
な
り
、
事
前
チ
ケ
ッ
ト

は
６
０
５
０
円
だ
。
フ
ァ
イ

ト
マ
ネ
ー
は
数
十
億
円
と
も

１
０
０
億
円
と
も
噂
さ
れ
て

お
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｖ
が
高
額
な
興

行
を
実
現
し
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る

▼
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
中
継

が
配
信
に
移
り
、
視
聴
料
が

高
騰
し
て
い
く
と
フ
ァ
ン
の

裾
野
が
広
が
ら
な
く
な
る
こ

と
を
懸
念
す
る
。（
ｍ
＆
ｍ
）

◆
休
刊
の
お
知
ら
せ

本
紙
５
月
１０
日
号
は
休
刊

し
ま
す
。

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

中東情勢緊迫化を受けた相談窓口設置
大商ホームページに支援策など掲載

オール大阪の総合展示商談会
出展受け付け始まる

中小企業の健康経営を伴走支援 �
繊維・ファッション産業の海外販路開
拓支援 �
議員紹介・談話室 和田 知徳氏 �
経営者向け「稲穂塾」第２期 �
相良暁副会頭が新入社員にエール �

万博リボーンチャレンジＮｅｘｔ事業

共創脈々―あほちゃうビジネスグランプリ
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と
異
業
種
が
共
創
へ

事
業
全
体
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
中
島
さ
ち
子
氏

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

�
国
際
金
融
都
市
・
大
阪
�実
現
に
向
け
た
推
進
委
員
会
の
総
会

国
内
外
か
ら
の
投
資
促
進
の
推
進
へ

�１�

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

グリーン・ベイ実現に向けて

https���www. facebook. com�
osakacci�
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大阪商工会議所
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ログインＩＤ d2026
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�
未
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創
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議
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初
会
合
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従
業
員
の
健
康
は
単
な
る

福
利
厚
生
で
は
な
く
、
企
業

の
競
争
力
を
高
め
る
「
投

資
」。人
的
資
本
経
営
が
重
視

さ
れ
る
今
、
大
阪
商
工
会
議

所
は
医
療
機
関
や
保
険
会
社

と
連
携
し
、
健
康
経
営
「
優

良
法
人
認
定
」
＆
「
生
産
性

向
上
」
戦
略
シ
リ
ー
ズ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。
全
４
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
認

定
取
得
か
ら
生
産
性
向
上
へ

の
道
筋
を
徹
底
伴
走
。
会
社

の
成
長
を
加
速
さ
せ
る
戦
略

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

◇

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
優
良
法

人
認
定
の
取
得
を
単
な
る
ゴ

ー
ル
と
せ
ず
、そ
の
先
の「
生

産
性
向
上
」
や
「
企
業
価
値

向
上
」
を
見
据
え
た
全
４
回

の
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
。大
商
、

医
療
機
関
、
保
険
会
社
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
知
見
を
結
集

し
、
会
社
の
健
康
経
営
を
最

短
ル
ー
ト
で
導
く
。

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
健

康
経
営
導
入
戦
略
」。５
月
１９

日
午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

講
師
に
は
、
多
数
の
中
小
企

業
を
認
定
へ
と
導
い
て
き
た

東
京
海
上
あ
ん
し
ん
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
の
足
立
啓
輔
氏

と
、
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し

ん
生
命
保
険
の
山
田
哲
氏
が

登
壇
。
人
的
資
本
経
営
が
加

速
す
る
中
、
な
ぜ
今
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
不
可
欠
な
の

か
、
そ
の
経
営
的
意
義
を
深

く
掘
り
下
げ
る
。
さ
ら
に
、

多
く
の
中
小
企
業
が
直
面
す

る
「
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば

い
い
か
」「
経
営
層
の
理
解
を

ど
う
得
る
か
」
と
い
う
悩
み

に
対
し
、
豊
富
な
支
援
実
績

に
基
づ
い
た
成
功
事
例
を
交

え
て
解
決
策
を
提
示
。
導
入

に
よ
っ
て
採
用
力
や
定
着
率

が
ど
う
変
化
し
た
か
、
実
利

に
結
び
つ
く
具
体
的
な
戦
略

を
詳
説
す
る
。

第
２
回
（
７
月
７
日
）
は

北
野
病
院
に
よ
る
予
防
医
療

と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

第
３
回
（
９
月
４
日
）
は
先

端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
高
齢
者

雇
用
リ
ス
ク
へ
の
挑
戦
、
そ

し
て
１１
月
の
最
終
回
で
は
一

過
性
の
取
り
組
み
に
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
構
築
、
自
律
的
な

健
康
文
化
の
醸
成（
調
整
中
）

と
、
回
を
追
う
ご
と
に
実
力

を
養
成
す
る
。
各
回
セ
ミ
ナ

ー
後
に
は
個
別
相
談
会
を
設

け
、
専
門
家
が
個
別
の
課
題

に
寄
り
添
い
、
具
体
的
な
施

策
へ
「
翻
訳
」
す
る
伴
走
体

制
も
整
備
。

認
定
取
得
を
き
っ
か
け

に
、
従
業
員
が
輝
き
、
次
代

を
勝
ち
抜
く
強
い
組
織
へ
の

変
革
を
共
に
目
指
す
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議

所
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
ト
フ

ィ
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
二
国

間
委
員
長
（
写
真
右
）
が
２

日
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
東

和
浩
副
会
頭
（
同
左
）
を
表

敬
訪
問
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議

所
は
、
大
商
と
ア
セ
ア
ン
の

主
要
６
会
議
所
で
設
置
し
た

「
日
本
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス

促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
構
成
機
関
で
あ
り
、
ル
ト

フ
ィ
委
員
長
は
プ
ラ
ボ
ウ
ォ

・
ス
ビ
ア
ン
ト
大
統
領
の
公

式
訪
日
に
あ
わ
せ
て
来
阪
し

た
。冒

頭
、
東
副
会
頭
は
こ
れ

ま
で
の
両
会
議
所
間
の
協
力

関
係
に
言
及
し
、「
不
確
実
な

国
際
情
勢
の
中
、
双
方
の
ビ

ジ
ネ
ス
や
人
材
分
野
の
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

過
去
に
駐
日
大
使
を
務
め

た
経
験
も
あ
る
ル
ト
フ
ィ
委

員
長
は
、
日
本
企
業
に
よ
る

投
資
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
と
強
調
。
こ
の
ほ
か
、

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や

二
国
間
の
技
術
協
力
の
可
能

性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
目
に
見

え
な
い
。
同
様
に
、
そ
の
対

策
も
目
に
は
見
え
な
い
。「
ち

ゃ
ん
と
対
策
を
や
っ
て
ま
す

か
ら
安
心
し
て
取
引
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
不

安
が
残
る
。

現
在
、
企
業
な
ど
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
状
況
を

可
視
化
す
る
評
価
体
系
は

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０
０
１
（
Ｉ

Ｓ
Ｍ
Ｓ
）」
や
「Securit

y
A
ction

」
な
ど
が
あ

る
。
し
か
し
、
前
者
は
取
得

と
維
持
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
後
者
は
自
己
宣
言
に
留

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動

車
や
建
設
の
業
界
に
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

あ
る
が
、
他
の
多
く
の
業
界

で
は
未
整
備
で
あ
る
。一
方
、

複
数
の
業
界
に
納
入
し
て
い

る
企
業
は
、
業
界
ご
と
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
が
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
そ
の
煩
雑
さ
が

悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
経
済
産
業
省
は

「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
」
と
「Secu

rity
A
ction

」
の
中
間

的
な
水
準
で
、
業
種
横
断
的

な
評
価
制
度
を
作
り
２
０
２

７
年
３
月
頃
か
ら
運
用
を
開

始
す
る
。
「Security

A
ction

（
★
１
・
★
２
）」

の
延
長
線
上
に
、
別
制
度
と

し
て
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
化
に
向
け
た
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
評
価
制
度
（
★
３
・

★
４
）
を
新
設
。
中
小
企
業

に
よ
る
★
取
得
を
支
援
す
る

施
策
が
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス

（
新
類
型
）」。
中
小
企
業
が

独
力
で
★
を
取
得
す
る
の
は

一
般
的
に
困
難
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
専
門
家

（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援

士
な
ど
）
に
よ
る
取
得
支
援

を
想
定
し
て
い
る
。

今
夏
か
ら
約
１
年
間
、
民

間
事
業
者
等
が
取
得
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
一
定
の
条
件
下
で

商
品
化
す
る
た
め
の
実
証
が

行
わ
れ
る
。
実
証
中
、
中
小

企
業
は
国
費
で
専
門
家
派
遣

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
も
同
サ

ー
ビ
ス
の
商
品
化
を
目
指
し

「
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者（
専

門
家
を
派
遣
す
る
民
間
事
業

者
等
）」と
し
て
実
証
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
予
定
し
て
い

る
。

【
問
合
せ
】
経
営
情
報
セ
ン

タ
ー
�
０
５
０
・
７
１
０
５

・
６
０
０
４

住
友
商
事
の
源
流
は
、
１

９
１
９
年
設
立
の
港
湾
開
発

会
社「
大
阪
北
港
株
式
会
社
」

に
あ
る
。
総
合
商
社
の
中
で

も
、
不
動
産
・
都
市
開
発
が

事
業
の
起
点
と
い
う
の
は
異

色
だ
。

阪
大
大
学
院
工
学
研
究
科

を
修
了
後
、
都
市
開
発
事
業

を
志
し
、
入
社
し
た
。
最
初

の
配
属
は
、
大
阪
不
動
産
開

発
室
。
バ
ブ
ル
崩
壊
も
あ
っ

て
苦
労
が
続
い
た
が
、
地
元

住
民
、
地
権
者
に
寄
り
添
っ

て「
よ
り
良
い
生
活
を
創
る
」

こ
と
に
注
力
し
た
。

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の

公
団
住
宅
の
建
て
替
え
事
業

や
西
宮
北
口
駅
前
再
開
発
事

業
、
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興

事
業
な
ど
、
手
掛
け
た
案
件

は
多
い
。

そ
の
後
の
会
社
人
生
で
印

象
に
残
る
の
は
、
東
京
電
機

大
の
移
転
に
伴
う
再
開
発

だ
。
途
中
で
異
動
の
た
め
後

任
に
託
し
た
部
分
が
あ
る

が
、
神
田
警
察
署
の
移
転
も

含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と

め
上
げ
、跡
地
に
地
上
２１
階
、

地
下
１
階
建
て
の
「
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」を
完

成
さ
せ
た
。

「
建
物
は
完
成
し
た
瞬
間

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
そ
の

先
に
、
街
と
し
て
ど
う
使
わ

れ
、
育
っ
て
い
く
か
」。
長
い

時
間
軸
の
中
で
、
様
々
な
部

門
や
専
門
家
を
擁
す
る
商
社

の
総
合
力
が
生
き
て
く
る
。

こ
こ
十
数
年
は
海
外
赴
任

が
続
い
た
。
久
し
ぶ
り
の
大

阪
は
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
な

ど
、新
し
い
魅
力
に
溢
れ
る
。

大
阪
は「
中
小
企
業
の
街
」

と
言
わ
れ
る
が
、最
近
で
は
、

人
材
不
足
で
業
容
を
拡
大
で

き
な
い
企
業
も
多
い
。「
そ
こ

に
商
社
が
果
た
す
役
割
が
あ

り
ま
す
」
と
。
販
路
開
拓
ば

か
り
で
な
く
、
財
務
経
理
や

経
営
支
援
な
ど
、
商
社
の
専

門
人
材
を
活
か
す
余
地
は
大

き
い
と
い
う
。

好
き
な
言
葉
は
、
南
ア
フ

リ
カ
史
上
初
の
黒
人
大
統
領

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
の

一
節
。「
成
功
で
私
を
判
断
し

な
い
で
ほ
し
い
。
失
敗
か
ら

何
度
這
い
上
が
っ
た
か
で
判

断
し
て
ほ
し
い
」。回
復
力
や

成
長
の
過
程
に
こ
そ
、
人
の

真
の
強
さ
が
あ
る
と
語
る
。

折
に
触
れ
、
か
つ
て
手
掛

け
た
物
件
を
訪
れ
る
。
そ
こ

に
集
う
人
は
変
わ
っ
て
も
、

営
み
が
続
い
て
い
る
こ
と
が

う
れ
し
い
。

（
細
）

在
大
阪
大
韓
民
国
総
領
事

と
し
て
昨
年
１２
月
に
着
任
し

た
李
泳
采
総
領
事（
写
真
左
）

が
９
日
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
同
右
）

を
表
敬
訪
問
し
た
。

李
総
領
事
は
、
万
博
期
間

中
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

や
、
大
韓
投
資
貿
易
振
興
公

社
（
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
と
の
連

携
事
業
に
お
け
る
大
商
の
協

力
に
謝
意
を
示
す
と
と
も

に
、
両
国
の
地
方
間
で
緊
密

な
経
済
関
係
を
築
く
こ
と

が
、
今
後
の
日
韓
関
係
に
と

っ
て
肝
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。鳥

井
会
頭
は
、
大
阪
・
関

西
の
企
業
が
高
い
技
術
力
を

有
し
、
特
に
工
業
製
品
分
野

に
強
み
を
持
つ
こ
と
、
ま
た

今
後
、
企
業
・
機
関
に
よ
る

共
創
関
係
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
点
に
言
及
。
世
界
情
勢

や
両
国
を
取
り
巻
く
状
況
も

踏
ま
え
、
両
国
関
係
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
に
期
待
を
示
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
繊

維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の

発
展
の
た
め
に
取
り
組
む

「
大
阪
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
新
た

な
事
業
と
し
て
、
海
外
販
路

の
開
拓
支
援
を
行
う
事
業
を

開
始
す
る
。

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
領
域

に
特
化
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
企
業
と
し
て
数
多
く
の
海

外
展
開
支
援
事
業
を
手
掛
け

る
、
ワ
ー
ル
ド
・
モ
ー
ド
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
松
本
眞

人
執
行
役
員
に
よ
る
講
演
会

を
６
月
２
日
、
午
後
２
時
４５

分
か
ら
大
商
で
開
催
す
る
。

同
講
演
会
で
は
、
海
外
市

場
か
ら
見
た
日
本
の
繊
維
産

業
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
や
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
日
本
企
業

が
考
え
る
べ
き
市
場
拡
大
へ

の
ポ
イ
ン
ト
、
具
体
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
松
本

氏
が
解
説
す
る
。

今
後
、
特
定
の
国
・
地
域

に
お
け
る
販
路
開
拓
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
同
社
が
解
説

を
行
い
、
参
加
企
業
か
ら
の

個
別
相
談
を
受
け
付
け
る
セ

ミ
ナ
ー
や
相
談
会
が
年
度
内

に
２
回
程
度
開
く
予
定
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
そ
の

ほ
か
、
企
業
間
の
共
創
を
通

じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
を
促
進
す
る
「
あ
ほ
ち
ゃ

う
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
新
た
に
実
施
。
ア
パ
レ
ル

・
商
社
・
Ｓ
Ｐ
Ａ
な
ど
と
、

原
糸
・
生
地
メ
ー
カ
ー
や
紡

績
・
染
色
・
縫
製
企
業
な
ど

と
を
つ
な
ぐ
売
り
込
み
型
の

商
談
会
「
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
買
付
商
談
会
」
を
７
月

下
旬
に
集
中
開
催
す
る
な

ど
、
多
様
な
手
法
で
繊
維
産

業
の
発
展
に
注
力
す
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
２
０

２
０
年
、
高
市
早
苗
総
務
相

（
当
時
）
か
ら
「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
総

務
大
臣
奨
励
賞
」
を
受
賞
す

る
な
ど
、
中
小
企
業
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
対
策
事
業
を
数
々

展
開
し
て
き
た
。

そ
の
一
つ
が
「
商
工
会
議

所
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス
」。同
サ

ー
ビ
ス
は
経
済
産
業
省
・
独

立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
の
支
援
施
策
「
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊

サ
ー
ビ
ス
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
４７
事
業
者
９０
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
の
登
録
第
１
号
で
あ

り
、
全
国
シ
ェ
ア
は
約
１
割

（
４５
都
道
府
県
９
０
０
ユ
ー

ザ
）。
Ｕ
Ｔ
Ｍ（
弁
当
箱
大
の

多
機
能
防
御
装
置
）
を
中
小

企
業
に
レ
ン
タ
ル
す
る
も
の

で
、「
お
守
り
（
攻
撃
・
流
出

を
防
ぐ
）」「
見
守
り
（
悪
性

通
信
の
遠
隔
監
視
）」「
お
知

ら
せ
（
悪
性
通
信
時
に
メ
ー

ル
通
知
）」「
相
談
（
ご
不
安

時
に
電
話
と
メ
ー
ル
で
）」

「
駆
け
付
け
（
所
定
サ
イ
バ

ー
事
故
時
に
専
門
家
が
訪
問

対
処
）」「
保
険
（
駆
け
付
け

を
補
償
）」�
�
な
ど
が
包
含

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
さ
な
装
置
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
入
口
に
設

置
す
る
こ
と
で
大
き
な
「
安

全
・
安
心
」
が
得
ら
れ
る
。

【
問
合
せ
】
経
営
情
報
セ
ン

タ
ー
�
０
５
０
・
７
１
０
５

・
６
０
０
４

独
占
禁
止
法
は
第
１
条
で

「
…
…
事
業
支
配
力
の
過
度

の
集
中
を
防
止
し
て
…
…
公

正
且
つ
自
由
な
競
争
を
促
進

し
…
…
一
般
消
費
者
の
利
益

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国

民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な

発
達
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
規
定
し
、
私

的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限

お
よ
び
不
公
正
な
取
引
方
法

を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。一
言
で
言
え
ば
、

大
企
業
に
よ
る
支
配
力
の
弊

害
を
排
除
す
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
同
法
に
は
例
外

も
規
定
し
て
い
る
。
例
外
の

第
一
は
、
著
作
権
法
、

特
許
法
、実
用
新
案
法
、

意
匠
法
又
は
商
標
法
に

よ
る
権
利
の
行
使
と
認

め
ら
れ
る
行
為
に
は
こ

れ
を
適
用
し
な
い
と
し
て
い

る
（
同
法
第
２１
条
）。

第
二
は
事
業
法
令
に
基
づ

く
正
当
な
行
為
だ
。
例
え
ば

法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
組
合
の
行
為
は
適

用
さ
れ
な
い
（
同
法
第
２２
条

柱
書
き
）。小
規
模
の
事
業
者

又
は
消
費
者
の
相
互
扶
助
を

目
的
と
す
る
場
合
（
同
法
第

２２
条
第
１
号
）、任
意
に
設
立

さ
れ
、
か
つ
、
組
合
員
の
加

入
脱
退
が
任
意
で
あ
る
組
合

（
同
法
第
２２
条
第
２
号
）
な

ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
再
販
売
価
格
を

決
定
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る

た
め
に
す
る
正
当
な
行
為

（
同
法
第
２３
条
）
に
も
適
用

が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
第

１
条
に
基
づ
く
鉄
道
の
独
占

的
営
業
、
水
産
業
協
同
組
合

な
ど
に
よ
る
行
為
が
い
ず
れ

も
独
禁
法
の
適
用
除
外
と
さ

れ
て
い
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
４
月

１７
日
、
第
２６
回
常
議
員
会
を

開
き
、
�
会
員
加
入
�
２
号

議
員
の
部
会
に
対
す
る
割
当

数
�
吉
田
前
副
会
頭
の
顕
彰

�
名
誉
議
員
の
推
薦
�
退
任

役
員
・
議
員
の
感
謝
状
贈
呈

�
手
数
料
徴
収
規
約
の
一
部

変
更
�
２
０
２
６
年
「
天
神

祭
渡
御
行
事
」
へ
の
協
力
	

２
０
２
６
年
「
生
國
魂
祭
渡

御
行
事
」
へ
の
協
力


「
令

和
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
天
の
川
伝
説

２
０
２
６
」へ
の
協
力
�「
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
�
真
珠
の
耳
飾

り
の
少
女
�
展
」
へ
の
協
力

�
委
員
会
委
員
の
委
嘱
の
承

認
�
�
に
つ
い
て
審
議
し
、

了
承
し
た
。

ま
た
、
�
役
員
・
議
員
の

就
任
・
辞
任
�
副
会
頭
の
管

掌
事
項
�
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
企
業
間
共
創
交
流
事
業

�
「
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会

成
果
検
証
委
員

会
」
�
「
未
来
創
造
会
議
」

�
�
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会

員
数
は
法
人
２
万
３
３
４

３
、
団
体
１
０
１
５
、
個
人

７
７
１
４
の
合
計
３
万
２
０

７
２
と
な
っ
た
。

プログラム構成（４回シリーズ）

健康経営導入戦略
人的資本経営におけるウェルビーイングの意義と、優良法人認定のメリット
を解説

健康経営効果の「見える化」
健診データの戦略的活用とプレゼンティーイズム改善策の提示

先端テクノロジーと高齢者雇用リスクへの挑戦
高齢化に伴う労災リスク軽減と、次世代ソリューションの活用について検討

健康データと協働が拓く未来戦略
一過性の取り組みに終わらせないためのＰＤＣＡサイクルの構築と、自律的
な健康文化の醸成（調整中）

第１回
（５月１９日）

第２回
（７月７日）

第３回
（９月４日）

第４回
（１１月）

▼詳細は
こちら

�
健
康
経
営
戦
略
シ
リ
ー
ズ
�開
講

優
良
法
人
認
定
と

企
業
価
値
向
上
へ

伴
走
支
援

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の

海
外
販
路
の
開
拓
支
援

▼詳細は
こちら

サ
イ
バ
ー
対
策
の
新
評
価
制
度

２７
年
３
月
頃
か
ら

経
産
省
が
運
用
開
始

中
小
企
業
特
化
型

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

▼詳細は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

�１０３�

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

独占禁止法の適用が除外される場合

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
の
幹
部

大
商
の
東
副
会
頭
を
表
敬

独占禁止法�

在
大
阪
韓
国
総
領
事

大
商
の
鳥
井
会
頭
を
表
敬

より良い�まち�を創っていく

住
友
商
事
専
務
執
行
役
員

国
内
担
当
役
員
関
西
支
社
長

わ

だ

と
も

の
り

和
田

知
徳
氏

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

（２）２０２６年（令和８年）４月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９６



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座（管理職・職場リーダー対象）業務効率を上げるタイムマネジメント講座
チ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め るチ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め るチ ー ム の 時 間 を 最 大 化 し 、 生 産 性 を 高 め る
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働き方改革で重要となる働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する働き方改革で重要となる 人事評価制度・処遇を設計する
「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座「 賃 金 ・ 評 価 制 度 」 の 見 直 し ・ 構 築 講 座
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人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座人間関係改善！コミュニケーション講座
コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！コミュニケーションのポイントを見直し、業務を円滑化する！
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新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座
円滑にコミュニケーションを図るのためのビジネスマナーを学ぶ
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決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！決算書の知識がゼロでも安心してご受講いただけます！
や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座や さ し い 決 算 書 の 読 み 方 講 座
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「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授「知っていること」「できること」を人に教えるための秘訣を伝授
社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座社 内 講 師 を す る 人 の た め の 教 え 方 講 座
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ビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨くビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨くビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨くビジネスに、あらゆるシーンに活かせる「交渉力」を磨く
相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座相手の心をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す！交渉スキル向上講座

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける指示待ち人間にならない！自ら考える力を身につける
若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座若手・中堅社員のための「改善力・問題解決力」養成講座

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
経
営
者
・
経
営
幹
部
・
後
継
者

を
対
象
と
し
た
「
大
商
稲
穂
塾
」
を
開
講
す
る
。

第
２
期
と
な
る
「
大
商
稲

穂
塾
」
で
は
、「
新
た
な
時
代

に
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
層
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
を
テ
ー
マ

に
、「
顧
客
視
点
で
捉
え
直
す

自
社
の
価
値
と
強
み
」「
自
社

の
強
み
を
活
か
す
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
伝
え
方
」
な
ど
、

各
回
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て

講
師
を
招
く
。
講
義
と
交
流

を
織
り
交
ぜ
た
独
自
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
、
互
い
に
学

び
あ
い
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
。キ

ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
除
き
、
全
５
回
。
さ
ら

に
「
ト
ン
ボ
編
」
と
し
て
、

受
講
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
課
外
活
動
と
し
て
企
業
訪

問
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
す
る
。

開
催
期
間
は
７
月
８
日
〜

１１
月
２５
日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員 ビジネスマナーの基本
講座」を開催する。
社会人としての第一歩は、良

好な人間関係と信頼の構築から
始まる。基本的なビジネスマナ
ーに加え、職場での良好なコミ
ュニケーションの方法を、豊富
な演習を交えながら即実践でき
るスキルとして習得する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。７
月３０日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。

ワンストップビジネス
センター大阪本町（大
阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員のための『改善力・問題
解決力』養成講座」を開催する。
現状に満足せず向上心を持っ
て考え行動する「改善力」、問題
に的確に対処する「問題解決力」
は身につけておくべき能力。若
手・中堅社員、若手リーダーを
対象に「改善力」「問題解決力」
の必要性の認識と、考え方（思

考）の技術、実
践法について事
例紹介や演習を
交えてわかりや
すく指導する。
講師はＥＭＩ

コンサ
ルティングの福井充雄
代表。７月２２日午前１０
時～午後５時。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単

な
る
知
識
提
供
に
と
ど
ま
ら

ず
、
受
講
者
の
行
動
変
容
と

実
務
成
果
の
創
出
を
重
視

し
、
企
業
の
現
場
課
題
に
寄

り
添
っ
た
実
践
的
な
学
び
を

提
供
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度（
第
１
期
）

の
成
果
を
踏
ま
え
、
相
互
刺

激
や
演
習
を
通
じ
た
気
づ
き

を
最
大
化
し
、
主
体
性
を
引

き
出
す
講
師
陣
が
伴
走
支
援

を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
が
持
続
的
に
成

長
す
る
た
め
に
は
、
自
社
の

強
み
を
価
値
と
し
て
適
切
に

伝
え
、
組
織
と
人
材
が
そ
れ

を
体
現
し
、
さ
ら
に
他
者
視

点
で
ブ
ラ
ン
ド
や
経
営
者
の

存
在
価
値
を
再
定
義
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

「
大
商
稲
穂
塾
」
で
は
こ

れ
ら
を
一
体
的
に
捉
え
、
選

ば
れ
続
け
る
企
業
づ
く
り
の

基
盤
構
築
を
支
援
し
ま
す
。

加
え
て
、
実
務
へ
の
即
時
展

開
と
組
織
内
へ
の
定
着
ま
で

見
据
え
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

福井充雄氏 渡邊暁美氏

大阪商工会議所は、「やさしい
決算書の読み方講座」を開催す
る。
「受講修了直後から決算書を

読める、理解できる」を目標に
グループワークやディスカッシ
ョンを通じて、決算書の構造や
そこから見える企業活動の特徴
や問題を理解・分析できる力を

身につける。簿
記や経理の知識
は不問。
講師は、フラ

ッグシップ経営
の長尾
康行社

長。８月４日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「『賃金・
評価制度』の見直し・構築講座」
を開催する。
人手不足・多様な働き方・景
気変動・労働法改正など、構造
的な変化により、賃金・評価制
度を見直す企業が増えている。
制度の軸となる「人基準と仕
事基準」の考え方、役割や能力
を反映した基本給、賃金カーブ

の適正化、評価
制度の見直しな
ど、基本的な施
策を中心に、設
計・運用ポイン
トを解説する。
講師

は、升谷社労士事務所
の升谷浩樹所長。７月
２３日午後１～５時。

�コーディネーター�

長尾康行氏升谷浩樹氏

大阪商工会議所は、「社内講師
をする人のための教え方講座」
を開催する。
社内研修や勉強会で講師をす

る人のために、自分が「知って
いること」「できること」を人に
教えるための秘訣を、１５年以上
にわたり幅広い教育研修に携わ
ってきたベテラン講師が伝授す
る。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。８月５日午
前１０時３０分～午
後５時

３０分。ワンストップビ
ジネスセンター大阪本
町（大阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「（管理職
・職場リーダー対象）業務効率
を上げるタイムマネジメント講
座」を開催する。
多忙な管理職にとって、「限ら
れた時間で最大の成果を上げ
る」ことは永遠のテーマ。そし
て、成果を最大化するためには、
組織全体の「時間の使い方」を
見直すことが不可欠。
同講座では、業務のムダを省

き、チームの生
産性を高めるた
めのタイムマネ
ジメントの手法
を体系的に学
ぶ。
講師は、ビジ

ネスプラスサポートの
麻野由佳人財育成プロ
デューサー。７月２８日
午前１０時～午後５時。

西原猛氏
麻野由佳氏

大阪商工会議所は、「相手の心
をつかみ「ＹＥＳ」を引き出す

交渉スキル向上講座」を開催
する。
ビジネスの現場では社外だけ

でなく社内でも交渉力は要求さ
れる。同講座では、相手の心を
つかんで、「ＹＥＳ」を引き出す
ためのテクニックを心理学やコ
ミュニケーションスキルをベー
スに実践的に学ぶ。交渉スキル

向上をはかりた
い方、営業で実
績を上げたい方
に役立つ。
講師は、セル

フ・インプルー
ブの和田勉代表

取締役。８月６日午前
１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「人間関係
改善！コミュニケーション講
座」を開催する。
ビジネスにおいて必要不可欠
なコミュニケーション能力。と
ころが、思うようになかなか伝
わらないという悩みを持つ方も
多い。日頃のコミュニケーショ
ンを見直し、日々の業務をより
円滑に進めるためのポイントを
学ぶ。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。７月２９日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

和田勉氏

西原猛氏

様々な業種・規模の経営
者の方と交流しとても勉
強になった。運営もスム
ーズに受講できるように
配慮されていた
医療保険業 営業部門長／４０代

男性

他業種の方々との交流や
経営者目線での知見や学
びを通じて自分なりに意
識改革が図れ、新たな気
付きがあった
土木工事業 経営幹部／５０代男

性

�若手・中堅社員に必須の「仕
事力」養成講座
～ビジネスに不可欠な５大ス
キルを徹底的にマスター
大阪商工会議所は、「若手・中堅

社員に必須の「仕事力」養成講座」
を開催する。
同講座では、これからの会社を

背負って立つ入社１０年目ごろまで
の若手・中堅社員を対象に、「対人

関係・コミュニケ
ーション力」「ヒア
リング・質問力」
「企画・提案力」
「話し方・プレゼ
ンテーション力」
「効率のいい時間
管理と仕事の進め方」といった、
ビジネスに必須の５つのスキルを
習得する。
日 時 ５月２０日１０：００

～１７：００

講 師 ＥＭＩコンサルティング
の福井充雄代表

�若手・中堅メンター養成研修
～新人を受け入れ、成長を促
す先輩社員になる�
大阪商工会議所は、「若手・中堅

メンター養成研修」を開催する。
組織にメンター制度を取り入

れ、効果的に運用することで、エ
ンゲージメント向上と人材の定着
につながる。
同講座では、ディスカッション

やワークを多く取
り入れながら、メ
ンターを取り巻く
社会環境の変化と
重要性について理
解し、令和時代に
必要なメンターと
しての役割や心構えを学ぶ。
日 時 ５月２７日１３：００

～１７：００
講 師 Edu.ANNEXの

池田稔子代表

池田稔子氏

５カ月間本当にあっとい
う間だった。日々の経営
判断や組織づくりに対す
る視点が大きく広がった
障害者福祉事業 代表取締役／

４０代男性

ブランディングなど、今
まで考えてこなかったよ
うなことも活きた課題と
して学ぶことができた
鮮魚小売業 代表取締役／５０代

女性

福井充雄氏

講座名

第０回 キックオフミーティング

第１回 顧客視点で捉え直す自社の価値と強み

第２回 自社の強みを活かす商品・サービスの伝え方

第３回 価値を生み出す組織と人材の関わり

第４回 他者視点で再定義する自社ブランドと経営者の存在価値

第５回 環境変化の中で描く自社の未来像

開催日時
７月８日（水）
１４：００～１６：００
７月２２日（水）
１３：００～１７：００
８月２６日（水）
１５：００～１８：００
９月９日（水）
１５：００～１８：００
１０月２１日（水）
１５：００～１８：００
１１月２５日（水）
１４：００～１８：００

経
営
者
対
象
の�
大
商
稲
穂
塾
�
第
２
期

講
義
＆
交
流
で
互
い
に
学
び
成
長

▼詳細は
こちら

御堂筋税理士法人
御堂筋パートナーズ
経営コンサルタント
恩田恭平 氏

受講者の声

５～８月開催の講座・研修

選
ば
れ
続
け
る
企
業
へ
伴
走
支
援

２０２６年（令和８年）４月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９６（３）



　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

初めまして！

新入会員 で
す
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大阪ファッション産業振興フォーラム
繊維・ファッション買付商談会

���������������

���������������

詳細は▶
こちら

セミナー・イベント 

部　会
大商会員限定

詳細は▶
こちら

大阪商工会議所は協同組合関西
ファッション連合（ＫａｎＦＡ）
とともに、大阪の地で繊維・ファ
ッション産業の取引を活発化させ
ることを目的に、売り込み型の「大
阪ファッション産業振興フォーラ
ム 繊維・ファッション買付商談
会」を７月下旬に集中開催する。

エミネント
７月２８日（火）
【商談分野】�紳士パンツ向けの
素材、染色加工�百貨店で同社パ
ンツと一緒に販売する紳士服一般
のコーディネートアイテム�機能
性・エコ素材。対象品目・業種は
織物、編物、服飾資材、染色、プ
リント、加工、縫製、ＯＥＭ、衣
服、服飾雑貨。★商品ロットは応
相談、専門商社は場合により要。
必要検査は生地の仕入れの場合は
公的試験データ要。
■紳士スラックスの製造、卸、販
売を軸に長崎県に縫製工場を有
し、一部海外生産を含めて、百貨
店、セレクトショップ、紳士服専
門店、スポーツ専門店、アパレル、
学生服メーカーに販売。最近は海
外展開も進めている。
https://www.eminento.jp

寺内
７月２９日（水）
【商談分野】レディースアパレル
全般。特に有名ブランド、日本製
商材、機能性ウェアなど。対象品
目は衣服。服飾雑貨、アクセサリ
ーなどは対象外。
★商品ロットはサプライヤーのロ
ット数に準ずる。専門商社は不要。
必要検査・証明・保険：ＰＬ保険
の加入要。新規取引先は取引開始
書を締結要。
■寺内（ファンビ寺内）は、大阪
・船場に本拠を置く会員制総合卸
売商社。アパレル、生活雑貨、化
粧品、食品など衣食住のトレンド
商品を取り扱っており、直営小売
店舗も運営している。現在はセン
コーグループ傘下で、大阪３店舗
・福岡１店舗を展開している。
https://www.fanbi.co.jp

事前選考あり・時間予約制
【時 間】１０：００～１３：００／１４：００

～１７：００（１社２５分）
【場 所】大阪商工会議所
【参加費】大商・KanFA会員５，０００

円、一般１０，０００円
【問合せ】流通・サービス産業部

�６９４４・６４９３

◆夢洲コンテナターミナル視察会
「見て触れて知るコンテナ輸送」
新人・若手の貿易実務従事者を

はじめ、日常的に貿易実務に従事
する方を対象に、実務習熟の一環
として実施する。書類中心の業務
が多い中、実際の現場を知ること
で、業務に対する知識、理解を深
めることを目的としている。
荷役の様子だけでなく、コンテ

ナを見て、触れることのできる貴
重な機会となっている。午前・午
後の２部制で実施。
日 時 ５月２２日�９：００～１２：

３０�１４：００～
１７：３０

問合せ 国際部
�６９４４・６４１１

◆障がい者雇用促進セミナー
障がい者雇用促進法の改正を受

け、従業員を３７．５人以上雇用して
いる企業を対象に、障がい者雇用
率が今年７月、現行の２．３％から
２．７％に引き上げられる。これから
障がい者雇用に取り組む企業の理
解促進を目的にセミナーを開く。
第１部では、大阪府障がい者雇

用促進センターの石田兼二上席調
査役が、障がい者雇用の基礎につ
いて解説する。第２部では、フセハ
ツ工業の吉村篤社長、サクセスの
河本妙子自立支援推進室長が、自
社の取り組みについて紹介する。
日 時 ５月２２日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４９９
◆２０２６年度貿易実務セミナー「輸
出入の流れと用語解説」（全２回）
貿易実務の未経験者や初心者を

対象に貿易実務の基礎知識から法
改正、貿易実務の世界動向につい
て輸出側からの説明をメインに講
義形式で解説する。講師は関西大
学の吉田友之名誉教授。
日 時 ５月２６、２８日各日とも

１０：００～１７：００（全２回）
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４１１
◆国際販売・代理店契約書作成実
務セミナー
国際販売・代理店契約におい

て、契約書のドラフティングや契
約交渉で留意しておくべき基本知
識、契約主要条項、紛争処理条項
の留意点について事例と英文条項
例を紹介しながら解説する。
講師は国際契約、国際商事仲裁、

調停の専門家であるＧＢＣジービ
ック大貫研究所の大貫雅晴代表。
講義終了後、個別質問にも対応。
日 時 ５月２９日１４：００～１７：００

場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部�６９４４・６４００
◆新卒採用支援セミナー（オンラ
イン配信）
新卒採用の現場では、採用自体

の難易度が高まっていることに加
え、価値観の変化や様々な就職活
動ツールの普及で就活生のニーズ
や行動が一層多様化している。そ
のため、企業にとって学生の動向
を的確に把握することが難しい状
況となっている。
新卒採用の最新動向や中小企業

が実践すべき採用戦略について、
実際に成果を上げている企業の事
例を交えて解説する。講師は日本
キャリアセンターの田辺
拓也社長。
日 程 ６月８～１９日
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４９９

２号議員の選任、副部
会長の選任、常任委員の
委嘱は各部会員限定。
◆食料部会
日 時 ５月１４日１４：２０～１６：１５
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（３人）の選任
議題� 常任委員の委属
議題� 講演「３．５兆円の�推し活�

市場に学ぶ商品開発」Ｏ
ｓｈｉｃｏｃｏの多田夏
帆代表取締役

議題④ 交流会（参加企業による
自社ＰＲは部会員限定）
と名刺交換会

問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆運輸部会
日 時 ５月１８日１４：４５～１６：１５
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（３人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題③ 常任委員の委嘱
議題④ 講演「関西のインフラ整

備計画と今後の重点施策
について（仮題）」齋藤博
之・近畿地方整備局長

問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆貿易部会
日 時 ５月２１日９：３０～１１：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（２人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 講演「トランプ２．０時代の

ＡＳＥＡＮと日本企業
『揺れる通商秩序の中の
戦略を読む』」助川成也・
国士舘大学教授、泰日工
業大学客員教授

問合せ 国際部�６９４４・６４１１
◆金融部会（部会員限定）
日 時 ５月２５日１４：１５～１６：００

場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（２人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「中東情勢を受けた

エネルギー・素材等供給
リスクの最新動向と今後
の見通し（仮題）」丸紅経
済研究所の�名奈美上席
主任研究員

問合せ 企画広報室
�６９４４・６３０４

◆情報・通信部会
日 時 ５月２６日１５：３０～１７：３０
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（３人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「ヒトとＡＩの協働

によるイノベーションに
向けて～ロボット・ドロ
ーンが支えるフィジカル
ＡＩの可能性（仮題）」Ｋ
ＤＤＩ総合研究所Ｈｕｍ
ａｎ―Ｃｅｎｔｅｒｅｄ
ＡＩ研究所の小野智弘
所長

議題� 名刺交換・交流会
問合せ 産業・技術振興担当

�６９４４・６３００
◆繊維部会
講演は「大阪ファッション産業

振興フォーラム第２３回例会」とし
て開催する。
日 時 ６月２日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（２人）の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「繊維・ファッショ

ンの海外販路開拓を成功
させるには」ワールド・
モード・ホールディング
スの松本眞人・執行役員
グループ事業推進部部長
兼国際事業推進課課長

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４９３

◆小売部会
日 時 ６月３日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（３人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 講演「将来のインバウン

ド動向を踏まえた関西エ
アポートの取り組み」関
西エアポートの山谷佳之
代表取締役ＣＥＯ

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４４０

◆機械部会
日 時 ６月１６日１５：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（５人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題③ 講演「自社開発ＩＴを駆

使した５５年つづく黒字経
営のヒケツ」林英夫・武
州工業相談役

議題④ 名刺交換会
問合せ 産業・技術振興担当

�６９４４・６３００
◆サービス産業部会
日 時 ６月１８日１４：３０～１６：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（１０人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「曾孫からみる西郷

隆盛のリーダー像と秘
話」Ｔ・Ｓ・Ｉの西郷隆
夫取締役

問合せ 流通・サービス産業部
�６９４４・６４４０

◆建設・建材部会
日 時 ６月１９日１０：３０～１２：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（７人）の選任
議題� 副部会長の選任
議題� 常任委員の委嘱
議題� 講演「万博後の大阪のま

ちづくり」日田哲也・大
阪都市計画局長

問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆生活用品部会
日 時 ６月２５日１５：３０～１７：００
場 所 大阪商工会議所
議題� ２号議員（２人）の選任
議題� 講演「モリト流『あたり

まえに、新しさ。』～１１８
年、パーツのシンカから
グローバルニッチトップ
へ」小島賢司・モリトジ
ャパン社長

議題� 交流会
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３
◆若手社員向け見学会「素材につ
いて勉強しよう�」byマテリアル
部会
高品質な特殊鋼ボルトと独自の

防�処理を強みとして海外にも積
極的に製品展開している竹中製作
所と水素ステーション向けの耐水
素用Ｏリングをはじめ様々な工業
用ゴム製品を製造する	石工業の
２社を見学する。懇親会も予定。
マテリアル部会所属企業・団体

の若手社員（おおよそ入社３年目
程度）が対象。
日 時 ５月２５日１２：３０～１９：００
問合せ 産業・技術振興

担当
�６９４４・６３００

スギヤマ薬品
７月３０日（木）
【商談分野】ドライ食品（缶詰、
農産海産乾物、カップ麺、塩・砂
糖、食用油※オリーブなどを含
む）、菓子全般、ロングライフパン
（バームクーヘン等含む）、生鮮食
品（精肉・野菜）で小ロット、また
は消化仕入れかつ店舗直送可能な
企業を希望。酒類、飲料、米、嗜
好品（コーヒー・紅茶）は対象外。
◆商品ロット、専門商社要否は応
相談。必要検査・証明・保険は同
社契約書の提出要。基本は卸経由
での仕入れを希望。店舗直送納品、
同社商品センターの使用も可。
■地域のお客様の健康生活に貢献
することを目指し、愛知・岐阜・
三重県下に１２２店舗を展開。現在、
食品カテゴリーの強化を推進中。
https���sugiyama�club.jp

オークワ
８月５日（水）
【商談分野】�日配品�加工食品
を希望。生鮮食品、住居用品、衣
料商品は対象外。
◆商品ロット数や専門商社要否は
特になし。必要検査・証明・保険
も特になし。
■和歌山市に本社を置き、和歌山
県内を中心に、大阪、奈良、三重、
愛知、岐阜、静岡に１５２店舗出店
（２０２６年２月現在）するスーパー
マーケット。
食料品、酒類、米類、家庭用品、

住居用品、室内装飾品、ＤＩＹ、
レジャー用品、スポーツ用品、家
庭電化製品、化粧品、医薬品、衣
料品を販売。
https���www.okuwa.net

ハンズ（シンガポール店舗）
７月８日（水）※オンライン開催
【商談分野】シンガポールで販売
可能性のある製品、日本のブラン
ド商品や海外でも販売可能なキャ
ラクター商品。対象品目はハウス
ウェア、へルス＆ビューティ、ア
ウトドア・バッグ、バラエティー
商品など。食品は対象外。※国内
での取引実績要、取引については
海外販売のための書類、検査、キ
ャラクターの版権などについて整
理されていること。
◆商品ロット、専門商社要否は要
相談。必要検査・証明・保険は商
品による。※キャラクター商品は
シンガポールで販売可能なもの。
■今回は、ハンズのシンガポール
と台湾で店舗展開を行っている海
外事業部が参加。
https���hands�singapore.com.sg

ロイヤル
ホームセンター
７月３１日（金）
【商談分野】�ペット・園芸・レ
ジャー・カー用品、日用品、家庭
用品�建築職人・造園職人向け商
材、作業用衣料�各種商品開発、
防災防犯用品
通販・ＥＣで売れ
ているアイデア商品。食品（水・お
茶・非常食は可）、アパレル衣料
（作業着は可）、ペットは対象外。量
販ホームセンター・１００円均一・ド
ラッグストアとの差別化を図れ
る、こだわりある物づくりをして
いるメーカー、問屋、商社を希望。
◆商品ロットは要相談。ＯＥＭ・
ＯＤＭ生産、ＰＢ商品開発は条件
あり。ＴＣ提案歓迎。
■住宅メーカー大和ハウス工業グ
ループで、ホームセンターを展開。
https���www.royal�hc.co.jp

【時 間】午前の部（１０：００～１３：００）
午後の部（１４：００～１７：００）

【場 所】大阪商工会議所
【定 員】各回ごとに定員あり
【参加費】会員９，０００円、一般１８，０００円
※ハンズのみ会員６,０００円、一般１２,０００円
【問合せ】流通・サービス産業部

�６９４４・６４４０
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�高付加価値野菜の生産技術指導

J.UNIT（ジャパン・ユニット合同会社）
�０９０・９８６８・７７４８

養液栽培事業を２０年以上、多くの経験
から「高付加価値野菜・植物」の生産技
術指導をしています。販売先は富裕層・
高額所得者・妊婦さん・アスリートな
ど。「鉄・亜鉛・葉酸・ビタミン」などを
市販野菜より多く含んだ野菜の生産指導
をいたします。

�確定申告・記帳代行・税務調査

税理士法人エール名北会計 大阪支店
�０８０・７１４３・１９３０

経営者の皆様の良き相談相手となりま
すよう、個人事業、医業や小規模事業の
皆様を中心に、記帳代行、決算書作成、
確定申告書作成を行っています。

�ベトナム語英語�入管業務特化

行政書士まごころ事務所ＴＵ
�０７０・６８０１・０５５６

西日本唯一の女性ベトナム人行政書士
と連携し、入管取次全般
に対応。ビザ申請をトー
タルサポート。中小企業
診断士として精緻な「事
業計画書」や「評価書」
作成も得意です。

�外国人材の採用メリット�

�グローバルライフ
�０６・６３５２・７７７３

社会福祉法人を母体とする人材紹介会
社です。外国人材の活用方法を母体の介
護施設に受け入ている実例を元に分かり
やすくご説明い
たしま
す。

�ＡＩ活用職長教育

センリアドバンス�
�０９０・７９６４・６４３７

AI教材とオンラインを活用した職長
・安全衛生責任者教育を
展開。現場の実践力向上
と安全管理の強化を支援
しています。詳細はQR
へ。よろしくお願いしま
す。

�キュービクルの保守管理を行っています

なにわ電気管理
�０８０・８３６６・６７４１

工場、ビル、商業施設等で高圧電気を
利用されている皆様の自
家用電気工作物（キュー
ビクル等）の保守管理を
行う、電気管理技術者で
す。詳しくはQRコードの
ホームページから。

�「きれいなときをつまむ」

（一社）つまみ細工アート幾何学協会
�０９０・２０１６・６４８４

「好きなことを仕事に�」オリジナル
つまみ細工の技術の伝授
・認定講師の育成・つま
み細工品（成人式のかん
ざし等）の製造・販売を
行っています。宜しくお
願いいたします。

�ドライバー不足解消に

㈱シンクスリー
�０７０・６５５５・９５９４

特定技能ドライバーと整備士を中心に
人材紹介を行っております。
母体が自動車教習所という強みを活か
し、運転技術・コミュニケーション能力
・日本文化理解まで徹底教育した上で人
材をご紹介しております。

当欄への掲載は、掲載号発行年度もしくはその前年
度に新たに入会された会員が対象です。
【問合せ】編集担当�６９４４・６３２４

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
示

大大手手事事業業者者（（ホホーームムセセンンタターー、、ススーーパパーー、、ココンンビビニニ、、通通販販、、
ドドララッッググスストトアア、、食食品品卸卸））とと中中小小企企業業ととのの商商談談のの場場

個個別別商商談談会会 ザザ・・ベベスストトババイイヤヤーーズズ

企
業
家
た
ち
の
珠
玉
の
名
言
と
ゆ
か
り
の
品

▼詳細は
こちら

伝
統
産
業
に
お
け
る
企
業
家
活
動

講
座
・
企
業
家
学
６
月
講
座

▼詳細は
こちら

時間予約制の
個別商談会
（１社２５分）

バイヤー（担当者）
による

参加企業の事前選考

ＨＰ Facebook

（４）２０２６年（令和８年）４月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９６
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検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の

ほ
ど
、
２
０
２
５
年
１２
月
１５

日
〜
２
０
２
６
年
１
月
３０
日

ま
で
、
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
（
以
下
、
Ｕ
Ｒ
）

と
実
施
し
た
「
大
阪
城
東
部

地
区
に
お
け
る
実
証
実
験
公

募
」
に
寄
せ
ら
れ
た
９
件
の

提
案
の
う
ち
、
５
件
を
実
験

実
施
案
件
と
し
て
採
択
し
た

ほ
か
、２
月
２
〜
２７
日
ま
で
、

阪
急
阪
神
不
動
産
と
実
施
し

た
「
大
阪
梅
田
エ
リ
ア
に
お

け
る
実
証
実
験
公
募
」
に
寄

せ
ら
れ
た
４
件
の
提
案
の
う

ち
、
辞
退
者
を
除
い
た
２
件

を
実
験
実
施
案
件
と
し
て
採

択
し
た
。

こ
れ
は
、
大
商
が
推
進
す

る
「
ま
ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
Ｕ
Ｒ
、
阪
急
阪
神

不
動
産
が
有
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
に
お
い
て
、
先
端
技
術
を

活
用
し
た
実
証
実
験
の
提
案

を
公
募
し
た
も
の
。

今
後
、
大
商
と
Ｕ
Ｒ
お
よ

び
阪
急
阪
神
不
動
産
は
、
実

験
実
施
案
件
と
し
て
採
択
さ

れ
た
提
案
者
と
協
議
し
、
希

望
す
る
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
実
証
実
験
実
施
の
具
体
化

を
図
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
２

日
、
会
員
企
業
な
ど
の
新
入

社
員
を
対
象
に
「
２
０
２
６

年
度
新
入
社
員
基
礎
講
座
」

を
実
施
し
、
相
良
暁
副
会
頭

（
小
野
薬
品
工
業
会
長
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
が
「
諸
君
に
期
待
す
る
」

と
題
し
、
講
演
し
た
。

相
良
副
会
頭
は
、
小
野
薬

品
工
業
が
開
発
し
た
オ
プ
ジ

ー
ボ
を
例
に
、「
夢
は
大
き
け

れ
ば
大
き
い
ほ
ど
良
い
。
人

に
笑
わ
れ
る
く
ら
い
の
大
き

な
夢
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
新
入
社
員
に
熱
い
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

同
講
座
で
は
引
き
続
き
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た

め
の
基
礎
力
や
時
間
管
理
、

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
テ
ー
マ
に

ワ
ー
ク
を
交
え
た
講
義
を
実

施
。
受
講
者
１
１
１
人
、
引

率
者
１９
人
が
参
加
し
た
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

２
１

◆日商簿記２級講座�本町土曜コ
ース�
講義は授業形式、担任制で分か

りやすい解説と厳選された練習問
題で進める。月木⇔土曜クラスの
振替受講が可能。
日 時 ５月２日～８月１日（全

１２回）１０：００～１２：３０／
１３：３０～１６：００（原則、
１日２コマ。７回と１２回
のみ３コマ目の１６：１０～
１８：４０あり）

場 所 ミライフ本町教
室（大阪市中央
区）

◆ビジネス会計検定２級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト２級（第６版）の

内容を、２０講座に分けて解説。２１
講座目には第３４回試験の総合問題
演習・解説を実施。講師は、アイ

・エス・ケーの額田英輝統括マネ
ージャー。
開講期間 ３月２６日まで�視聴可

能期間１６週
間、全２１講座
（約９時間）�

◆ビジネス会計検定３級受験対策
WEB講座【オンデマンド配信】
公式テキスト３級（第５版）の

内容を、１６講座に分けて解説。１７、
１８講座目には第３４回試験の総合問
題演習・解説を実施。講師は、ア
イ・エス・ケーの額田英輝統括マ
ネージャー。
開講期間 ３月２６日まで�視聴可

能期間１２週
間、全１８講座
（約８．５時間）
�

会員企業などの新入社員にエールを送る大
商の相良暁副会頭�２日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

１０
日
、
中
小
企
業
や
創
業
者

を
対
象
に
、「
公
的
融
資
制
度

説
明
会
と
地
元
金
融
機
関
な

ど
に
よ
る
個
別
相
談
会
」
を

開
く
。

説
明
会
で
は
大
阪
府
の
制

度
融
資
の
ほ
か
、
大
阪
信
用

金
庫
、
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
、
大
阪
商
工
信
用
金
庫
、

北
お
お
さ
か
信
用
金
庫
、
永

和
信
用
金
庫
、
関
西
み
ら
い

銀
行
が
中
小
企
業
や
創
業
者

に
お
勧
め
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー

を
説
明
す
る
。
ま
た
、
大
阪

信
用
保
証
協
会
の
保
証
制
度

や
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
、
大
商
の
専
門
家
派
遣

も
紹
介
す
る
。

個
別
相
談
会
で
は
、
各
金

融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
が

金
融
相
談
に
応
じ
る
。

説
明
会
は
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
。
個
別
相
談
会

は
午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
。

い
ず
れ
も
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
国
内
外
の
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
中
、
脱
炭

素
分
野
の
先
進
企
業
や
第
一

線
で
活
躍
す
る
有
識
者
な
ど

を
招
い
て
、
全
６
回
の
例
会

を
開
く
。

２６
年
度
は
、「
資
源
循
環
」

「
大
企
業
×
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
と
の
協
業
事
例
」
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

を
行
う
ほ
か
、
水
素
混
焼
発

電
の
実
証
な
ど
に
も
取
り
組

む
関
西
電
力
姫
路
第
二
発
電

所
へ
の
見
学
会
も
実
施
す

る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
・
�
６
９
４
４
・
６

３
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

契
約
や
取
引
条
件
の
確

認
、
債
権
回
収
、
損
害
賠
償
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
、就
業
規
則
、

労
働
・
社
会
保
険
、
賃
金
・

人
事
制
度
、
法
人
税
や
所
得

税
、
資
産
税
、
経
理
の
Ｄ
Ｘ

化
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
、

会
社
設
立
、
新
事
業
立
案
、

創
業
計
画
策
定
、「
も
の
づ
く

り
補
助
金
」「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」「
経
営
革
新
計
画
」

な
ど
の
申
請
、
生
産
管
理
・

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
診
断
と

活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

の
活
用
、
新
製
品
開
発
、
生

産
性
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
、
販
路
開
拓
の
進
め

方
、
新
規
融
資
、
借
損
の
進

め
方
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
、
取
適
法
や
独
占
禁
止

法
へ
の
対
応
な
ど
経
営
者
の

立
場
に
立
ち
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。
相
談
は
面
談
・
電
話

と
も
可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２

６
年
度

前
期
第
１
回
を
６

月
１０
〜
２４
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
配
信
す
る
。

中
小
企
業
の
経
営
判
断
を

は
じ
め
、
家
計
、
企
業
、
地

方
自
治
体
、
国
な
ど
の
各
経

済
主
体
が
適
切
な
意
思
決
定

を
す
る
た
め
に
は
、
世
界
と

日
本
の
社
会
経
済
の
全
体
像

（
マ
ク
ロ
の
姿
）
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
。

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
の
吉
田
素
教
教

授
が
登
壇
し
、
各
種
デ
ー
タ

を
用
い
て
こ
の
全
体
像
を
定

量
的
に
説
明
。
世
界
と
日
本

経
済
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

考
え
方
を
解
説
す
る
と
と
も

に
、
知
見
と
社
会
経
済
デ
ー

タ
な
ど
を
ふ
ま
え
て
昨
今
の

経
済
動
向
を
吟
味
す
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
中

小
企
業
に
お
け
る
医
療
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
新
規
参
入
を

支
援
す
る
「
次
世
代
医
療
シ

ス
テ
ム
産
業
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
す
る
。

高
齢
化
や
医
師
の
働
き
方

改
革
に
よ
る
人
手
不
足
、
急

速
に
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
を
背
景
に
、
新
た
な
技

術
革
新
・
製
品
開
発
が
求
め

ら
れ
て
い
る
医
療
分
野
は
、

中
小
企
業
に
お
け
る
新
規
事

業
の
展
開
分
野
と
し
て
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

新
規
参
入
に
あ
た
っ
て

は
、
医
療
現
場
に
お
け
る
課

題
を
正
確
に
把
握
し
、
事
業

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
が
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
全
国
の
医
療
従

事
者
か
ら
医
療
現
場
で
の
最

新
の
課
題
や
企
業
に
求
め
る

具
体
的
な
開
発
内
容
な
ど
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

自
社
技
術
を
活
か
し
た
医
療

現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
製
品

開
発
が
可
能
。
事
業
化
に
向

け
て
課
題
と
な
る
規
制
対
応

や
市
場
理
解
に
も
専
門
家
が

相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
新
規

参
入
か
ら
事
業
化
ま
で
、
異

業
種
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

を
後
押
し
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

今
年
度
の
第
１
回
と
な
る

例
会
は
５
月
２７
日
午
後
に
大

商
で
開
く
。
医
療
従
事
者
か

ら
の
共
同
開
発
提
案
に
加

え
、
熊
ノ
郷
淳
・
大
阪
大
学

総
長
が
基
調
講
演
を
行
う
。

会
員
企
業
同
士
の
交
流
会
も

あ
る
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

次
世
代
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｍ
Ｄ
Ｆ
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
７

月
１２
日
に
行
わ
れ
る
生
國
魂

祭
「
渡
御
行
事
」
へ
の
協
賛

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

か
つ
て
「
陸
の
生
國
魂
、

川
の
天
神
」
と
並
び
称
さ
れ

た
同
行
事
は
戦
後
長
ら
く
途

絶
え
て
い
た
が
、
生
國
魂
神

社
が
２
０
１
４
年
に
復
興
。

当
日
は
御
鳳
輦（
神
輿
）、

馬
車
の
ほ
か
、
約
５
０
０
人

が
獅
子
舞
や
お
囃
子
を
披
露

し
な
が
ら
、
同
神
社
か
ら
大

阪
城
ま
で
練
り
歩
く
。

協
賛
は
１
口
５
万
円
か

ら
。
協
賛
者
に
は
式
典
参
列

と
記
念
品
授
与
が
、
１０
口
５０

万
円
以
上
の
場
合
、
馬
車
な

ど
で
の
渡
御
参
加
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
朝
日

新
聞
社
な
ど
と
と
も
に
、「
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
�
真
珠
の
耳
飾

り
の
少
女
�
展
」
の
夜
間
特

別
鑑
賞
会
を
大
阪
中
之
島
美

術
館
（
大
阪
市
北
区
）
で
開

く
。世

界
的
画
家
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
の
傑
作
「
真
珠
の
耳
飾
り

の
少
女
」
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館

の
改
修
に
伴
い
、
世
界
で
た

だ
１
カ
所
、
大
阪
・
中
之
島

美
術
館
へ
の
招
致
が
実
現
し

た
。
世
界
の
至
宝
と
さ
れ
る

作
品
で
あ
り
、
同
展
終
了
後

は
、
全
世
界
で
「
巡
回
予
定

が
な
い
」
と
さ
れ
る
。

夜
間
特
別
鑑
賞
会
に
は
同

展
覧
会
に
協
賛
す
る
「
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」

を
協
賛
金
額
に
応
じ
て
招

待
。
協
賛
金
額
に
応
じ
た
招

待
券
も
提
供
す
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関

西
広
域
連
合
が
推
進
す
る

「
関
西
脱
炭
素
ア
ク
シ
ョ
ン
」

に
協
力
す
る
。

こ
れ
は
、
関
西
広
域
連
合

が
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
呼
び

か
け
て
い
る
も
の
。

大
商
で
は
身
近
で
手
軽
な

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
と
し

て
、
事
務
局
の
冷
暖
房
温
度

を
夏
季
は
概
ね
２８
度
、
冬
季

は
概
ね
２０
度
に
設
定
す
る
と

と
も
に
、
職
員
は
通
年
に
わ

た
り
軽
装
で
の
勤
務
を
可
と

す
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

「脱炭素政策の迷走と市場構造の変化̶エネ
ルギー・貿易・資本に広がる制度的進展」
ＥＹ新日本有限責任監査法人
※例会終了後、交流会を予定

「脱炭素社会実現に向けた住友大阪セメント
の技術開発」
住友大阪セメント
※技術・事業開発研究会と合同開催

「資源循環に向けた技術開発と社外連携事例
（仮）」
サントリーホールディングス

調整中

「カーボンニュートラル分野における大企業
×スタートアップ企業の協業事例」
Bioworks ほか

工場見学会
関西電力 姫路第二発電所

第１回
５月２９日

第２回
６月１９日

第３回
７月２４日

第４回
９月下旬

第５回
１１月上旬

第６回
１２月８日

大阪城東部地区における実証実験公募結果

所在地

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

東京都

大阪梅田エリアにおける実証実験公募結果

所在地

神奈川
県

大阪府

実証実験テーマ

会話するだけで人生が形になる̶団地高齢者
を対象とした生成ＡＩ回想対話の実証実験

室内農業装置の改良品開発

「街と人をつなぐ新システム」を用いた市民
参加型まちづくりの有効性検証

シェアマイクロモビリティ自律・遠隔牽引実
証実験

ＤｒｏｎｅＤｏｃｋを活用した安心・安全な
団地管理モデル構築の実証実験

実証実験テーマ

「立ち仕事の疲労を軽減するデバイスを用い
た新しいワークスタイルの実証実験」

「駅ナカ貸し農園」の事業モデル検証

実施企業

新聞印刷

スパイスキューブ

竹中工務店

竹中工務店

ミラテクドローン

実施企業

アルケリス

スパイスキューブ

▼詳細は
こちら

専
門
相
談
窓
口

中
小
企
業
や
創
業
希
望
者
対
象

�真珠の耳飾りの少女�展
夜間特別鑑賞会

フェルメール

▼詳細は
こちら

�
大
き
な
夢
を
持
っ
て
�

相
良
副
会
頭
新
入
社
員
を
激
励

夏
季
の
冷
房

２８
度
に
設
定

大
商
事
務
局

公
的
融
資
制
度
を
説
明

地
元
金
融
機
関
に
よ
る
個
別
相
談
会
も

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

脱
炭
素
分
野
の

先
進
企
業
紹
介

検定試験の最新
情報はこちらから

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

医療関連ビジネスへ
新規参入をサポート

次世代医療システム産業化フォーラム

▼詳細は
こちら

ま
ち
な
か
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
阪
城
東
部
地
区

大
阪
梅
田
エ
リ
ア
実
証
実
験
実
施
案
件
を
採
択

変
化
す
る
経
済
を
ど
う
読
む
か

チ
ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
６
年
度
前
期
第
１
回

生
國
魂
祭

渡
御
行
事

ご
協
賛
お
願
い

２０２６年（令和８年）４月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９６（５）



立
野
純
三
委
員
長
は
、
３

月
２６
日
に
横
山
市
長
、
同
３０

日
に
吉
村
知
事
を
訪
問
し

た
。立

野
委
員
長
は
、
活
動
へ

の
支
援
に
感
謝
を
述
べ
る
と

と
も
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

前
例
の
な
い
困
難
な
状
況
下

で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
４
３
２
社
も
の

大
阪
の
中
小
企
業
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
万
博
へ
の
出
展

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

「
万
博
出
展
は
、
一
生
も
の

の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
な

る
」
と
い
っ
た
出
展
企
業
の

喜
び
の
声
を
紹
介
し
、
万
博

出
展
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
成

果
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な

い
た
め
の
継
続
的
な
支
援
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

吉
村
知
事
は
、
「
出
展
さ

れ
た
技
術
を
実
装
化
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
大
阪
市
と

も
連
携
し
、
中
小
企
業
を
し

っ
か
り
と
支
え
、
後
押
し
し

て
い
き
た
い
」
と
強
調
し

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
・
関
西
万
博
の
魅
力

や
体
験
に
つ
い
て
振
り
返

り
、
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い

く
た
め
の
１
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ

Ｆ
ｅ

ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
」
が
１２
日
、

万
博
記
念
公
園
（
大
阪
府
吹

田
市
）
で
開
か
れ
た
。
主
催

は
公
益
社
団
法
人
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
。

同
協
会
の
石
毛
博
行
事
務

総
長
は
挨
拶
に
立
ち
、「
皆
様

が
万
博
の
思
い
出
を
振
り
返

り
、
未
来
へ
の
思
い
を
確
か

な
も
の
に
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
う
」
と
述
べ
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
「
予
約
な

し
」
の
歌
と
踊
り
で
人
気
を

博
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
館
の

ス
タ
ッ
フ
や
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」

や
２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博

覧
会
の
「
ト
ゥ
ン
ク
ト
ゥ
ン

ク
」
な
ど
、
万
博
の
公
式
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
会

場
を
沸
か
せ
た
。

夜
に
は
大
阪
・
関
西
万
博

で
ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
た
ド
ロ

ー
ン
シ
ョ
ー
が
一
夜
限
り
で

復
活
。ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
が「
新

し
い
未
来
を
一
緒
に
つ
く
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。
１０
月

に
は
閉
幕
１
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大阪商工会議所は協同組合関西ファッション連
合と共催し、万博リボーンチャレンジＮｅｘｔ事
業「共創脈々―あほちゃうビジネスグランプリ」
を開催する。同事業の全体プロデューサーは、大
阪・関西万博でテーマ事業プロデューサーとして
「いのちの遊び場 クラゲ館」を手掛けた中島さち
子氏が務める。

（１面参照）

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
」の
企
画
な
ど
を
担
っ
た
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
出
展
企
画
推
進
委
員
会（
委

員
長
�
立
野
純
三
・
大
阪
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
大
阪
産
業
局
理
事
長
）
は
３
月
、
吉

村
洋
文
大
阪
府
知
事
と
横
山
英
幸
大
阪
市
長
に
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
果
を
報
告

し
た
。

２０２５年大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリ
オン「リボーンチャレンジ」出展では、多くの企
業の「共創」によって未来を感じさせる様々な展
示が生まれた。そのレガシーを継承し、「共創脈々
̶あほちゃうビジネスグランプリ」では、繊維・
ファッション産業と、同産業と交流・連携したい
異業種が、「共創グループ」を組み、「共創」を通
じて、「あほちゃう⁉」と思わず言ってしまうよう
な「ワクワク」や「ぶっとんだ新しいビジネスプ
ラン」を発表することを目指す。
同事業のメインコンセプトは、「わあっ‼めっち

ゃ『いのち高まるやん！』未来づくり」。

�
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
で
は
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
と
大
屋
根
リ
ン
グ

が
夜
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
�
ス
テ
ー
ジ
に
は
万
博
の
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
た
�
１２
日
、
大
阪
府
吹
田
市

大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオン
「リボーンチャレンジ」出展で企業の共創に
よって生まれた（右上から時計回りに）宙に
浮く靴▽資源米とエアを羽織るビリケン▽折
り紙型エアバッグリサイクルスーツ▽光合成
する服�２０２５年９月、大阪・関西万博会場

◆事業スケジュール（予定）
第１回（５月２６日）
キックオフイベント

�
第２回（７月）
アイデアプレゼン発表会＆
ビジネス交流会

�
発表内容をもとに事務局で
「共創グループ」を組成

�
第３回（９月）
グループミーティング�＆
ビジネス勉強会（異業種の事業
開発担当者による講演会）

�
第４回（１１月）
グループミーティング�＆
ビジネス勉強会（異業種の事業
開発担当者による講演会）

�
第５回（１２月～来年１月）
ブラッシュアップ相談会

�
第６回（来年２～３月）
「共創脈々―あほちゃうビジネ
スグランプリ」表彰式

�記念撮影に臨む吉村洋文大阪府知事（左）
と立野純三委員長（右）�３月３０日、大阪
府庁�記念撮影に臨む横山英幸大阪市長
（左）と立野純三委員長（右）�３月２６日、
大阪市役所

わあっ‼めっちゃ「いのち高まるやん！」
その感覚こそが、新しい事業の起点です。
データや効率だけでは生まれない、人を
動かす価値。
それは「なんかおもろい」という身体的
な違和感から始まります。
ゆらゆら・ドクン。ぐんぐん・ドカン！
繊維・ファッション産業の原点は、いの
ちに触れ、いのちを高めること。
その本質に立ち返りながら、多様な個が
交差し、
共創する場をひらきましょう！
バラバラでいい。しかし、ユルくつなが
る――ＳＯＲＯＹＵＲＵ。
�多様でありながら一つ�の流れを生み、
次のビジネスを立ち上げる。
遊びと本気のあいだで、「あほちゃう？」
を見つけていく。
ここから、「いのち高まる」未来共創・協
奏へ。

大
阪
商
工
会
議
所
と
地
方

独
立
行
政
法
人
大
阪
市
博
物

館
機
構
は
、
大
阪
が
育
ん
だ

文
化
・
風
土
の
す
ば
ら
し
さ

を
発
掘
・
発
信
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ク
イ
ズ
「
な
に
わ
な
ん
で
も

大
阪
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
４
月

１０
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
計
２
回
実
施
。

初
回
の
ｖ
ｏ
ｌ
�
１１
は
、
４

月
１０
日
〜
８
月
７
日
の
約
４

カ
月
間
開
催
す
る
。

ク
イ
ズ
を
解
く
こ
と
で
、

大
阪
の
歴
史
や
地
理
な
ど
を

楽
し
く
学
べ
る
上
、
累
計
８９

人
に
抽
選
で
、
特
典
（
ク
ル

ー
ズ
招
待
券
な
ど
）
を
提
供

す
る
。
結
果
発
表
画
面
の
提

示
で
大
阪
府
内
の
文
化
・
教

育
施
設
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
３７
施
設
の
割
引
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
。

同
ク
イ
ズ
は
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
昨
年
度
は
計
３
回
実

施
し
、
全
国
４７
都
道
府
県
か

ら
の
べ
５
万
４
３
７
０
人
が

参
加
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

おでんは具材に地域性が出る
料理です。次のうち大阪以外で
はあまり使われないおでんの具
材とはどれでしょう？
�ちくわぶ
�ひろうす
�コロ
�はんぺん

正解：�コロ

問合せ 流通・サービス
産業部
�６９４４・６４９３

リボーンチャレンジの成果

vol.１１ ４月１０日～８月７日に開催

万万博博 大大阪阪ヘヘルルススケケアアパパビビリリオオンン

▼詳細は
こちら

万
博
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

レ
ガ
シ
ー
を
未
来
へ

立
野
委
員
長
が
知
事
、市
長
に
報
告

なにわなんでも大阪チャレンジ
例 題

共創脈々―あほちゃうビジネスグランプリ
万博リボーンチャレンジＮｅｘｔ事業

繊維・
ファッション×異業種

�わぁっ‼めっちゃ『いのち高まるやん！』未来づくり�

�万博リボーンチャレンジＮｅｘｔ�事業全体プロデューサー

（６）２０２６年（令和８年）４月２５日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９６


